
1962年9月2日の東京都城東地区の豪雨

た．このときのレーダーエコー（PPIスケッチによる）

は15時30分にメソ低気圧の北側およびこの低気圧から西

にのびる前線上に現われており，16時10分には西方の手

コーは消えて，北のエコーのみとなり，エコー高度は

6．7kmで，46dbに強まり，ゆっくり東南東に移動した．

17時16分にはエコー高度は11kmに発達して，強度は60

dbになった．この頃から降雨が始まり，次第に降雨域

は拡がって強度も増した．その後，エコーは18時5分に

メソ低気圧から離れて，暖域側に移り，エコー高度は7

kmで，強度は50dbになった．この時刻までのエコー

の移動は単純に上層風に流されたわけではなく，前項の

降雨セルの運動と同じく対流層の平均風の右側に移動し

ている．こ・で，注目すべきことは雷雨の強まった18時

頃から降雨で冷却した上層の気塊が下降流によって下方

に運ばれ，雷雨高気圧を形成し始めたことである．この

雷雨高気圧は次第に強まり，5．8m／sの速度で南西方向

に拡がった．これがまた引き金作用となって，この境界

上の不安定気塊を次々と上昇させて新しい対流を作り，

強雨を継続させたものと考えられる．したがって，この

場合の雨は停滞前線上に発生したメソ低気圧による収束

が引き金作用を果したものと一応考えられる．

　5．　むすび
　この豪雨をメソ解析の立場から，主として，降雨セル

の移動を調べたものであるが，この調査過程から派生的

にとらえられたメソ低気圧や高気圧がこの豪雨に関係し

ていることが判明した．この機構についての詳細な調査

、は後報するとして，本文は現象的記述にとずめた．

　おわりに，この調査のご指示とご指導をいた“いた畠

汕管区気象台長ならびに貴重な資料も心よく提供された
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東京都建設局の河野技師，下水道局の丈山技師，建設省

荒川下流江戸川両工事事務所および東京消防庁警備課

の方々に厚くお礼申 しあげます．また，館野高層気象

台，柏の気象大学校および管内気象官署からも自記資料

を送付いたずきましたことを感射します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　気　象　界

　1．　佐貫亦男氏渡欧

　気象審議会委員　佐貫亦男東大教授は7月30日，ヨー

解ッパに向け出発した，10月初旬帰国の予定．

　2．　A・C・Duffy氏来日

　通信関係業務視察のため，WMOエキスパート，ダフ

ィ氏（カナダ気象台）は8月3日夜，パンコックから来

旧，視察の後8月12日，韓国に向け離日した．

　3．　木沢，浅井，増田各氏渡米

　IUGG第13回総会に出席のため，気象研究所地震研究

・部木沢綬（8月15日），浅井富夫（8月23日），気象庁電

子計算機室　増田善信（8月18日）および国立防災科学

．技術センターの和達清夫氏の4氏はアメリカ，パークレ

消　息
一に向けそれぞれ出張した．

　4．台風だより

　台風6号は6月16日，台湾北部をへて，台湾海峡にぬ

けた．これによる被害は8名の負傷，24戸の木造家屋破

壊とのこと．

　台風9号は8月9日　日本西部へ近ずぎ1名の死者，

11名の負傷老を与えて，8月10日には日本海へぬけた．

　5．　北海道の皆既食

　今世紀最後とさわがれた夜あけの皆夜既日食は7月21

日，北海道東部に、真黒な日出”をもたらした．ただし

部分日食は来年12月4日にも見られる．
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